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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月2日(2009.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体組織に経皮的に貫入するように構成されたテーパ状端部分を含む突起と、
　前記突起に固定して結合され、隣接する解剖学的構造の間に配置され、前記隣接する解
剖学的構造間の距離を表示するように構成された測定部材と、
を備える装置。
【請求項２】
　さらに、前記測定部材に結合され、使用者が患者の体外から前記測定装置を操作しなが
ら、前記患者の体内の前記隣接する解剖学的構造間に前記測定部材を経皮的に配置できる
ように構成された細長い湾曲した取っ手を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記隣接する解剖学的構造が隣接する棘突起である、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記テーパ状端部分が鋭利な先端を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記測定部材が、前記隣接する解剖学的構造と接触するように構成されたテーパ状楔部
分を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記測定部材が、放射線不透過性サイズ表示器を含み、前記表示器上には複数の放射線
不透過性マーキングが配置されている、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記測定部材が、サイズ表示器を含み、前記表示機は、該表示機の長さに沿って配置さ
れた複数の切り欠きを含む請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記測定部材が、それぞれが前記測定部分の関連する直径に対応する複数のマーキング
を含むサイズ表示器を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記測定部材が楔部分、および前記楔部分の外面に配置されたコーティングを含み、前
記コーティングが前記隣接する解剖学的構造と接触するように、前記隣接する解剖学的構
造の間で遠位方向に動くように構成され、前記コーティングは、前記コーティングが前記
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隣接する解剖学的構造と接触すると変位するように構成され、前記コーティングの前記変
位が、前記隣接する解剖学的構造の間の距離に対応する、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記測定装置が楔部分、および前記楔部分の外面に配置されたタブを含み、前記タブが
前記隣接する解剖学的構造と接触するように、前記隣接する解剖学的構造の間で遠位方向
に動くように構成され、前記タブは、前記タブが前記隣接する解剖学的構造と接触すると
、前記楔部分に対して近位方向に変位するように構成され、前記タブの前記変位が、前記
隣接する解剖学的構造の間の距離に対応する、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記測定部材が拡張式部材を含み、前記拡張式部材が潰れた構成である状態で、前記隣
接する解剖学的構造の間に配置されるように構成され、前記拡張式部材は、前記拡張式部
材が前記隣接する解剖学的構造の一方に接触するように、前記潰れた構成から拡張構成へ
と動くように構成され、前記拡張構成の前記拡張式部材が、前記隣接する解剖学的構造間
の距離を示す、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　隣接する解剖学的構造の間に経皮的に挿入されるように構成され、自身が前記隣接する
解剖学的構造の間で遠位方向に動くと、前記隣接する解剖学的構造と接触するように構成
された楔部分を含む測定部材と、
　前記楔部分に結合し、複数のマーキングを有して、前記楔部分が前記隣接する解剖学的
構造の間に配置されている間に、離れた位置から見て、前記隣接する解剖学的構造の間の
距離を示すように構成されたサイズ表示器と、
を備える装置。
【請求項１３】
　前記複数のマーキングの各マーキングが、前記楔部分の直径に対応する、請求項１２に
記載の装置。
【請求項１４】
　前記複数のマーキングの各マーキングが、前記サイズ表示器の切り欠きである、請求項
１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記複数のマーキングの各マーキングが放射線不透過性である、請求項１２に記載の装
置。
【請求項１６】
　さらに、前記測定部材が配置されている患者の体外から前記測定部材の操作を容易にす
るように構成された取っ手を備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１７】
　前記隣接する解剖学的構造が隣接する棘突起である、請求項１２に記載の装置。
【請求項１８】
　隣接する解剖学的構造の間に経皮的に遠位方向に向かって挿入されるように構成された
測定部材と、
　前記測定部材に結合するサイズ表示器であって、前記隣接する解剖学的構造の間に前記
測定部材が配置されると、少なくとも前記サイズ表示器又は前記測定部材が前記隣接する
解剖学的構造と接触するように構成されたサイズ表示器とを備え、
　少なくとも前記サイズ表示器又は前記測定部材が、前記隣接する解剖学的構造の間に配
置されている間に、前記遠位方向の実質的に横方向に向かって変位するように構成され、
前記サイズ表示器又は前記測定部材の前記変位が、前記隣接する解剖学的構造の間の距離
に対応する
装置。
【請求項１９】
　前記測定部材が楔部分を含み、前記サイズ表示器が前記楔部分の外面に結合するフィル
ムコーティングを含む、請求項１８に記載の装置。
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【請求項２０】
　前記測定部材が楔部分を含み、前記サイズ表示器が前記楔部分の外面に結合するタブ部
分を含む、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記測定部材が、第一および第二拡張式部材と、アクチュエータとを含み、前記アクチ
ュエータは、前記第一および第二拡張式部材を、前記第一拡張式部材が前記第二拡張式部
材と実質的に平行に配置される第一構成と、前記第一拡張式部材が前記隣接する解剖学的
構造の一方と接触し前記第二拡張式部材が前記隣接する解剖学的構造の他方と接触する第
二構成との間でまとめて動かすように構成される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　測定部材が隣接する解剖学的構造の間に配置されて、前記解剖学的構造と接触するよう
に、前記測定部材を含む医療器具を経皮的に組織に挿入し、
　前記隣接する解剖学的構造の間の距離を測定すること、
を含む方法。
【請求項２３】
　前記測定部材が解剖学的構造の間に配置されて、前記解剖学的構造と接触し、前記解剖
学的構造を伸延させる、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　さらに、前記測定部材が前記解剖学的構造の間の位置へと移動して、前記解剖学的構造
と接触するように取っ手を操作することを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記挿入中に、前記測定部材に結合する突起が前記組織に貫入する、請求項２２に記載
の方法。
【請求項２６】
　前記距離を測定することが、前記測定部材に結合した放射線不透過性のサイズ表示器を
撮像装置上で見ることを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２７】
　前記距離を測定することは、前記測定部材が前記隣接する解剖学的構造と接触した位置
で、前記測定部材の直径を測定することを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２８】
　前記測定部材が楔部分を含み、前記距離を測定することは、前記測定部材が前記解剖学
的構造と接触した位置で、前記楔部分の直径を測定することを含む、請求項２２に記載の
方法。
【請求項２９】
　前記測定部材がフィルムコーティングを含み、前記距離を測定することが、前記フィル
ムコーティング上の証拠マークの位置を測定することを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項３０】
　前記測定部材が可動タブを含み、前記距離を測定することが、前記測定部材を前記隣接
する解剖学的構造の間に配置して、前記解剖学的構造と接触させる間に、前記タブが移動
した距離を測定することを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項３１】
　前記測定部材が第一拡張式部材および第二拡張式部材を含み、前記測定部材を配置する
ことは、前記第一拡張式部材が前記隣接する解剖学的構造の一方と接触し、前記第二拡張
式部材が前記隣接する解剖学的構造の他方と接触するまで、前記第一拡張式部材および前
記第二拡張式部材を動かすことを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項３２】
　前記測定部材が第一拡張式部材および第二拡張式部材を含み、前記測定部材を配置する
ことは、前記第一拡張式部材が前記隣接する解剖学的構造の一方と接触し、前記第二拡張
式部材が前記隣接する解剖学的構造の他方と接触するまで、前記第一拡張式部材および前
記第二拡張式部材を動かすことを含み、前記距離を測定することは、前記測定部材を前記
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隣接する解剖学的構造の間に配置して、それと接触させる間に、前記第一拡張式部材およ
び前記第二拡張式部材が移動した距離を測定することを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項３３】
　前記隣接する解剖学的構造が隣接する棘突起である、請求項２２に記載の方法。
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